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豊川市 重大事態対応フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校 重大事態の発生 

市教委 調査の主体を判断 

報告 

市教委が調査の主体の場合 

学校の下に、調査組織を設

置する 

調査組織で事実関係を明確

にするための調査を実施 

いじめを受けた児童生徒及

びその保護者に対して情報

を適切に提供 

調査結果を市教委に報告 

市教委の指導、支援 

調査結果を踏まえた必要な

措置 

豊川市いじめ問題専門委員

会を招集する 

豊川市いじめ問題専門委員

会で事実関係を明確にする

ための調査を実施 

学校は資料提出等協力 

いじめを受けた児童生徒及

びその保護者に対して情報

を適切に提供 

調査結果を踏まえた必要な

措置 

市教委は調査結果を市長に

報告 

再調査 

※法第 30 条 2 項の規定による 

※必要に応じて行う 

学校が調査の主体の場合 

市長は、調査結果を議会に報告 

Ｐ９ ４(１)③エより 

学校が調査主体となる場

合であっても、法第２８条第

３項に基づき、教育委員会は

調査を実施する学校に対し

て必要な指導、また、人的措

置も含めた適切な支援を行

います。 

※当日配付資料 
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豊川市いじめ防止基本方針 フロー図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日常的な連携 重大事態 

豊川市教育委員会 

豊川市いじめ問題対策連絡

協議会 

豊川市いじめ問題専門委員会 

市長 
※法第30条 2項の
規定により、必要
に応じて再調査 

地域・関係機関 

支援 

相談 

指導 

  

 情報 
 共有 

連携・情報共有 

支援 

相談 

指導 指導 

報告 

報告 

連携 

情報 
共有 

召集 

報告 

 
情報 

共有 

支援 

相談 

指導 

報告 

報告 

情報 
共有 

意見聴取 

議会 

報告 

学 校 

家 庭 

連携 

 


